平成２１年９月７日
概要版
　　　　　　　　　 　　　　南幌町の行財政を考える町民会議

（事務局：行革推進室　行革推進グループ）
平成２１年度　故郷ふれあいミーティング　懇談内容
この資料は、現在、町内各地域で開催されている故郷ふれあいミーティングの懇談の中で、“行財政改革”に関わる意見や提案などについて、概要版として事務局で整理したものです。
なお、正式な議事概要録については、別途作成されることになりますので、この資料は懇談会全体の内容をまとめたものではないことを予めご了承ください。
	行政区
	６　　　区
	開催日時
	８月８日（土）　１６時

	
	
	場　　　所
	６区会館

	〔行財政改革に関わる意見等〕
　○自立になったが、町が二分している。ひとつにしていく努力が必要である。
　○高齢者の割合が高い。元気な町にするため、自立のまちづくりをどう進めていくかが
重要である。まず、地域にある空き家をうめていくことを考えていく必要がある。
　○人口を増やしていくことを考えなければならない。また、例えばダチョウを飼い、新型インフルエンザのワクチンを生産するなど、国のためになる研究を含めて町が取り組むことも、結果として町の財政を潤すことにもつながるのではないか。
　○町民会議において、住民負担の増や行政サービスの減などに関する議論が進められ

ているが、住民は負担増はできるだけ少なくなることを望んでいる。
南幌町は、オールマイティの政策を取るべきではない。町をどのような方向に進めていくべきかというところを見据えた政策を進めてほしい。



	行政区
	北町町内会
	開催日時
	８月９日（日）　１８時３０分

	
	
	場　　　所
	北町コミュニティセンター

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　○自立を決めたが、まちづくりは行財政だけではない。多様な町民の意見を聞くべきである。

　○負担はやむをえないが、何か新しい企画を打ち出していくべきである。

　○団地には優秀な人材がたくさんいる。団地の人材と農業をつなげていく方策はないのか。

　○職員が萎縮している。職員でも優秀な人材がいる。企画書を出させるなどして職員をもっと登用すべきである。

　○財政だけを改革してもだめ。町から発信できるものがないと町は疲弊する。

　○南幌町独自のものを見出すべきである。

　○きらら街道を整備し道道昇格させ、企業を呼び込んではどうか。立地条件さえよければ企業はやってくる。

　○まちづくりについて、中学生・高校生のアンケートを実施してはどうか。

　○町民と行政が意見等をキャッチボールできるシステムをつくってはどうか。




	行政区
	１　４　区
	開催日時
	８月１０日（月）　１８時

	
	
	場　　　所
	栄町コミュニティセンター

	〔行財政改革に関わる意見等〕

○３年後には非常に厳しい経済情勢が予想されるが、それに対する町の対策を出すべきである。

○能力評価制度を実施しているが、職員にはレベルアップをしてほしい。１年に１本は、立案計画書が出されるようになってもらいたい。

○町長は危機意識を持っているが、職員はまだそんな意識を持っていないような気がする。

○職員は年々減っているようであるが、一方では職員が住民要望にこれまでと同様に対応するため、若い職員は休みにも出て来て業務をしているようだ。



	行政区
	西町町内会
	開催日時
	８月１１日（火）　１９時

	
	
	場　　　所
	西町コミュニティセンター

	〔行財政改革に関わる意見等〕

○来年から住民の負担はかなり増えると聞いている。住民の負担が増えると人口が減っ

ていく方向になる。また、人口がたとえ増えなくても、納税してくれる人を増やすことについて考えるべきである。
南幌町の持っているいろいろな特性や可能性とか、悪い面も総合的に考えた企画をしていく必要がある。先細りの話ばかりで非常に将来は暗いと感じる。
○合併がうまくいかなかったが、自立となった今は、赤字を解消するために住民に負担

がかかるという考え方だと思うが、南幌町は札幌市に近く、自然がたくさんあるということは魅力である。
○町の施設使用料が大幅に上がっており、施設をもっと使ってもらえるよう使用料の見

直しを検討してほしい。（町民と町外の方では、施設使用料の差が大きすぎる。）

町外の方が多く利用することで、南幌町のＰＲにもつながるのではないか。
○自立を選択し、その結果として耐えるところは耐えなければならないということは自覚

している。しかし、住んでいれば行政のサービスを受けたいというのは当然である。
だからこそ、合併しなかった栗山町や由仁町、そして近隣の長沼町と広域連携を図

り、お互いを助け合っていけばいい。南幌町に無いものを他の町で利用させてもらい、他の町に無いものを南幌町で利用してもらったりという考えである。

　○町立病院は財政的にも厳しいと思うが、できれば残してほしい。何かあれば、当番医

の先生が見てくれるので安心である。
○町立病院は核となる病院にはならないが、周辺の市町の病院と広域連携を図ることを

検討してはどうか。
○ビューローの使い方がもったいない。バス停留所にもなっているが、買いたい時に定

　期券が買えず、２階の施設も空いている。この施設こそもっと活用して、何かの核にす

るとか野菜の販売所にするとか、もっと人を呼び集められる施設となるよう検討した方が良いと思う。
　○南幌町の議員の数は多すぎないか。また、報酬が高すぎるのではないか。

　　 議員は、もっと町民のために犠牲となり貢献すべきである。町の財政が不足するから
　　 といって、ただ税金を上げれば良いということでは困る。



	行政区
	１　０　区
	開催日時
	８月１８日（火）　１８時３０分

	
	
	場　　　所
	晩翠集落センター

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　
○一律でカットすると苦しみだけが残る。どの部分を削るか、どこを伸ばすか、ここを伸ばすからこれを我慢してというメリハリがなければ、住民は納得しない。

　○巡回バスもスクールバスの混乗、あるいは当別方式（デマンド）をやってはどうか。

　○町立病院は専門性がない。内科・外科では患者は来ない。

　○高規格道路・遊水池で分断され、残る１０区の将来の対応をお願いしたい。




	行政区
	１　２　区
	開催日時
	８月１９日（水）　１９時

	
	
	場　　　所
	１２区会館

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○あいくる「ふれあいの湯」の年間の利用状況と経費は。どうしても必要な施設なのか。

○夕張太小学校は児童数も少なくなっている。小学校の統廃合についても十分検討するべきである。

○スクールバスの利用者が少ない。利用方法を考えるべきである。

○軽自動車税、固定資産税、町民税は、できる限り引き上げないでほしい。

○土地改良事業の負担について、今後、町の持分を財政として出せるのか。農業の将
来に影響しないのか。土地改良は一生つきまとうものである。

○次の住民説明会は、何箇所も細かく開催する必要はない。

○姉妹町については、子供たちのために何かするのであれば良いのではないか。




	行政区
	１　３　区
	開催日時
	８月２１日（金）　１９時

	
	
	場　　　所
	川向福祉の家

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　
　○巡回バスを利用している人が地域にいるので、なくなっては困る。毎日でなくても週一回でも運行してほしい。

　○巡回バスは、町のバスを使う方法はどうか。空いていれば運転手（職員・委託）を確保して自前でできないか。スクールバスに乗るという方法も考えられるし、ワゴン車でも良いのではないか。

　○きらら街道の道々昇格、３３７号の開通なくしては町の発展はない。団地の販売にも影響する。

　○観光で町を売るのは無理な話である。やはり、南幌らしく野菜などの農産物を売ってＰＲするべきである。

　○植栽のまちづくりをしてはどうか。四季の花を植え、道路の景観で人を呼び込んでは。

　○農家と市街地の人々との共生・交流（農業などを中心に）が必要である。

　○南幌町のイメージづくり（全町バリアフリー）を行い、札幌にアピールするべきである。




	行政区
	１５区 ・ ＨＫハイム
町内会 （合同開催）
	開催日時
	８月２４日（月）　１８時３０分

	
	
	場　　　所
	中央寿の家

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

　○自立なんだから、今はつらくても将来は明るいという計画でなくてはならない。
人口は減ってきているが、少しでも人口が増えることを考える必要がある。

町税の税率を上げるという計画では、人口はますます減ってしまう。

○働くところがないから人口は減るので、南幌町のメリットやセールスポイントをもっと具体に出していく必要がある。また、企業の分析やそれに応じた活動が必要であり、職員だけでなく、町民を入れたプロジェクトをつくることを考えてはどうか。
　○町から町民会議の委員に提案するだけでなく、委員自らが将来に向けた提案をしてほしい。委員も町職員も、もっと頑張らなくてはいけない。
　○議会を変えてほしい。議員はレベルアップをしてもらいたい。議員と町民会議の委員との温度差がないか心配である。
　○まず、議会、行政、町民が一致団結しなければ、何事も前には進まない。
　○町民は、このような懇談会には参加してくれないのが実情である。だからこそ、議員が

町民をぐっと引っ張り、目に見えるような活動をするべきである。

○議員の人数は増やしても良いくらいだが、報酬は高すぎると思う。

○町民会議の委員と町民が話し合える機会をつくれないものか。

 ○町民会議での議論がよくわからない。情報をもっと出してほしい。
 ○町税の滞納額は減ってきているのか。納税をもっとアピールするべきである。


	


	行政区
	青葉自治区
	開催日時
	８月２６日（水）　１８時３０分

	
	
	場　　　所
	三重レークハウス

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○自主財源の確保のため徴収強化などで職員が苦労しているが、法的手段などがとれないのか。

○子育て支援米制度で滞納者に対して行政サービスを制限していないのか。

○議会議員は１１名から９名に減らすことはできないのか。経費節減のため９名でも良い。




	行政区
	緑町町内会
	開催日時
	８月２８日（金）　１９時

	
	
	場　　　所
	緑町コミュニティセンター

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○議会議員の人数を減らす考えはあるのか。９人でも十分である。
　○議員の人数は増やしても良いが、報酬は減らすべきである。

　○まず、議員が自立できるというプランを見せてもらいたい。
　○町民会議には、自立できると言った議員の意見は反映するのか。
　○町は借金があって苦しいので、何か見直しをしなければということは理解しているが、何故こんなに借金が増えてしまったのか。どういうことが失敗だったのかを町民に知らせるべきである。
　○人口を増やしたいのであれば、南幌町の住宅情報をもっとＰＲするべきである。

　○南幌町は、学校や病院などもあり、そこそこ住みやすいと思う。

　○栗山町と比較すると、公共バスをもっと増便すれば人口は増える。

　○刑務所、自衛隊施設、放射性廃棄物の処理場など、国や道の施設誘致を検討しても良いのではないか。町民は反対するかもしれないが、反対する理由がわからない。
　　　これもひとつの自立に向けた提案である。
　○南幌町の町民は二分したが、基本的には南幌町を良くしたいと思っているはずである。このままでは、何も進まない。町が破綻する方向ではなく、少しでも余力のある計画をつくってほしい。
　○南幌町が赤字に転落するなら、町民税とかを上げていかなければならないと思う。
　○昔から南幌町に住んでいる人がいるから、新しい取組みは否定されるのではないか。
　　　自立できるといった方は、こうしたら南幌町がうまくやれるというものを出してほしい。

　　　何回も町民負担を引き上げるという計画はやめてもらいたい。




	行政区
	東町町内会
〔美園地域を含む〕 
	開催日時
	８月２９日（土）　１５時

	
	
	場　　　所
	東町コミュニティセンター

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○親の負担が大きいので、中学生までの医療費の無料化を実施してほしい。検討しているのであれば、結論を早く示してもらいたい。
　○職員の人件費に手をつけなければならない。子育て支援やまちづくりをするためには財源が必要である。そのためには、少ない職員数でやるべきである。退職者が出ても、職員の年齢層がいびつになっても職員は採用するべきではない。住民サービスを落とさないためにも、職員の数も給料も削減してもらいたい。
　○住民票などの窓口手数料が上がっても、毎回使うものではないから構わないと思う。

　○職員がやっている業務のうち、例えば選挙などは町民にやってもらっても良いのではないか。それには制限があると町はいうが、それでは町民は何も協力できない。

　○正職員が減っていくのはわかるが、例えばトイレ掃除を職員がやるということはできないのか。少しでも経費節減ができるのではないか。そういうことができないくらい、職員の人数は足りないというのか。
　　　もし、そうであるなら、職員の仕事はここまで大変だということを広報などで町民に周知してもらいたい。町民が理解しないと、町民負担の引き上げには納得できない。

　○役場の中で、もう削っていけるものは何もないのか。
　○各種委員の報酬については、例えば教育委員は常勤ではないのに月額報酬というのはおかしいと思う。かなりの報酬額になっている。日額報酬にしていくべきである。
　　　議員も同様に日額報酬にしていくべきである。

　○大本のところを絞っていけば、町民は協力する。例えば、草刈機を町が貸してくれれば、町民が公園の草刈りをします。
　○南幌町の町民は、これから大変だけど、にこやかに仲良く生活できるようにしてほしい。今までのことを反省して、ひとつにまとまっていってもらいたい。
　○公民館の図書室がひどすぎる。近隣と比較してもひどい。本を借りるのに、今でも鉛筆書きというのはあり得ない。本の数や種類も不足している。例えば、ビューローにも本をたくさん置いてはどうか。

　○図書館は建てるべきである。空知管内で図書館が無いのは南幌町だけである。

　　 南幌町には年寄りが行く場所も無い。憩いの場としても、大きくなくても良いから、図書館をつくってもらいたい。

○お金のかかったビューローは、あまり町民に使われていない。

○矢祭町のような取組みを検討していけば良いのではないか。




	行政区
	７ 区 ・ ８ 区

（合同開催）
	開催日時
	９月２日（水）　１９時００分

	
	
	場　　　所
	鶴城寿の家

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○巡回バスを見かけるが、乗っている人がほとんどいない。人が乗っていない状況で走っているのは格好が悪い。運行方法を見直してはどうか。中型バスでなくても、１０人位乗れる車にするとか。または、タクシーチケットでの利用を考えてはどうか。

○南幌町は、バスだとか交通の便を充実させる必要がある。
○町民会議の答申が出た時に、議会ではどう考えるのかが心配である。議会は聞く耳を持たないという声をよく聞く。自立になったのだから、議員はもっとしっかりと町をどうすべきかを町民に示してもらいたい。

○国からお金がくるうちは良かったが、こなくなってからのまちづくりは厳しい。町民は関心が無い訳ではないが、なかなか懇談会などに人は集まらない。

　　　ただ、盆踊りや夏まつり、ＪＡ夜まつりには多くの人が来ていた。特に、盆踊りでは、南幌にこんなに子どもがいたのかというくらい驚いた。この子どもたちに将来何をしてあげられるのか。そこに何かヒントのようなものがあると思う。

　　　特徴のあるまちづくりをするには、多少お金がかかってもやらなければならない。南幌にはこれという特徴が無いので、苦しいから全てカットでは、まちの発展は厳しい。

○住宅団地は売れないが、建てられていない宅地が草わらだらけになっているとイメージは悪い。一昔前は、南幌といえば、花火大会やどろんこサイクルなどがあって、少なからずイメージを持ってもらえていた。町民は、自立という道を選んだのだから、納得のいく負担増なら理解すると思う。

○病院の経営は非常に厳しいと思うが、どうしても町で運営していかなければならないのか。近隣には、いろんな病院があり、そこへ行っている人が多い。長い間、赤字を補填していくよりは、他に任せた方がいいのではないか。




	行政区
	９　　区
	開催日時
	９月３日（木）　１９時００分

	
	
	場　　　所
	晩翠集落センター

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○幌向運河内の柳の木の伐採を町でしてもらえないか。水害時には大変なことになる。
○町税の滞納額は大きいが、回収不能なのか。農家は口座から定期に引き落としがされるのに、滞納者との不公平さを感じる。きちんと払うものは払うべきだ。
○悪質な滞納者はいるのか。税金を払いたくない人は、どんな理由でもつける。
○高規格道路の整備に係る課題や要望については、町としてどう関わるのか。

○旧塵芥処理場に頻繁に業者らしき者が中に入っているが、町で把握しているのか。



	行政区
	三重自治区
	開催日時
	９月５日（土）　１０時００分

	
	
	場　　　所
	三重レークハウス

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○財政を圧迫している最大の要因は何か、私は土地だと思う。努力はしているが買い手がないとのことだが、聞く所によると２１億円もの負債があるとか。住民一人当たりにすると約２３万円の負担になると思われる。それがネックともなり、人口も９千人台を割り、８千人台に減ってきているのだと思う。

検討はされていると思うが、何かよいアイデアはないのか。小手先の軽自動車税や手数料を上げるだけでは、桁が違うのかなと思う。この土地の問題が無ければ、南幌町も良い町ではないかと思う。平成２２年からその償還が始まるから大変なんだと思うが、我々も心構えが必要なので、しっかりとそうした情報を周知してくれないと困る。そして、町ではっきりと具体的なものを打ち出してもらいたい。

○三重地区には素晴らしい伝統的なものが残っている。地域の人が行事に集まり、コミュニケーションを図ることが出来ている。そうした伝統的なものを残していきたいし、地域の連帯感というのを大切にしていきたいと思う。他の行政区では、子ども会を始め、地域での格差が大きくなっていると聞く。そうした中、地域担当職員は、何かあれば出向きますというような感じを受ける。そうではなくて、地域担当職員自らが地域へ出向くというのはどうか。そうすることで、地域での情報を役場に持ち帰り、良いアイデアが生まれるかもしれない。

○今は、新たに何かをするとなると、すごく重荷になるので、盆踊りもそうだが、そうした伝統的なものを守ることが大切であると思う。このような厳しい状況なのは皆分かっていると思うので、的を射た対応、ポイントを絞った対応が必要ではないか。

○意識の転換を図ることが必要であり、自分達の身の回りのことは、自分達で何か出来ないのかということを呼び戻すことである。それは押しつけるものではない。地域の伝統も皆さんの意識がなければ、絶対に続かない。自分たちの生活を見直しながら、我々自身も創意工夫をしていかなければならない。国からはもうお金は来ないと思った方がよい。

○清幌橋は道道であるが、渡り初めの時に三重地区の住民も参加出来ないのか。この橋も今後は５０年、１００年と続くと思うので、今の子どもたちにもぜひ伝えていければと思う。

○南幌のイメージアップとしては、何かアイデアを持っているのか。

○税金の滞納が多いと思うが、今後どういう対応を取られるのか。

○住民投票の際に自立を掲げた議員は、その際色々と資料を配り、それでいけば自立でやっていけると我々は思ったが、その辺は町民会議でも出ているのか。

○町民の中には、一度、財政再建団体になってゼロからスタートした方が早いのでは、という意見もあるが、私はそうは思わない。その前にやることがあると思う。どこかで荒治療をするべきである。

○行財政改革を来年から本格的に進めようとしていると思うが、それが出来ない場合はどうするのか。


	○当面、平成２５年まで頑張れば大丈夫なのか。その灯りが見えないと我々もやっていられない。

○色々な意見が出ると思うが、それがまた議会に提案された時に反対されないか心配である。

○ツルヤの向かいの土地はどうなっているのか。
○学校の耐震問題はどうなっているのか。




	行政区
	中樹林自治区
	開催日時
	９月５日（土）　１９時００分

	
	
	場　　　所
	中樹林福祉の家

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

　○例えば農業生産法人に行政区の仕事を担っていただけないものか。
　○子どもを無料で預けられる仕組みを町なり地域でできないものか。
　○行政だから、儲けることはできないというのはわかるが、このまま小さい行政をつくって　　　

　いって見放すものは何でも切っていくのか。ただ金が無いからという理由にしているだけではないか。
　○役場の職員は、他の町より少ない人数で仕事をやっていると聞くが、こじんまりしているだけで何もやっていないのではないか。全職員がセールスマンになるくらいのことをしてもらいたい。
　　また、職員がこれはできないというのではなく、切磋琢磨してできるように努力するべきである。今の職員は、そうは見えない。
　○保育所を町の直営で運営していくべきではないか。
　○町税とか何でも負担を上げてしまうと、人口はただ減るだけである。



	行政区
	稲穂町内会
	開催日時
	９月６日（日）　１４時００分

	
	
	場　　　所
	夕張太集落センター

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○今まで自立として何をやってきたのか。町民会議で検討しているが、２～３年後に町がどうなるかが見えない。
○民主党が大勝したが、民主党の公約などについて町として議論しているのか。
○夕張市では、首長も職員も給料をかなり減額している。
○堆肥をつくっている強烈な臭いが３日くらい続く時がある。ひどい臭いだ。住みよい町づくりとして町で動いてもらえないか。
○住宅団地に人を呼び込む対策を検討すべきである。企業誘致としても、何年もの間で税金をもらわないなどの積極的な対策を取るべきである。
○合併したら良くなるとか、人口が増えるとかという案だった。でも自立の今では、例えば無償でも良いから南幌町に住んでもらう、あるいは企業にきてもらうという大胆かつ思い切った政策が必要である。
○町には借金があるから何もできないなんて考えていたら何も進まない。
○負担増のある町であれば、町外から人も企業も入ってくるわけがない。
○夕張太小学校は、統廃合の検討を進めるのか。
　地域全体で支えている夕小は魅力がある。夕小を廃止しないというリスクもあると思うが、残すということも含めて検討してほしい。
○町は、ただ何でも指をくわえているのではなくて、先進地の事例で魅力のあるやり方をどんどん参考にして取り入れるべきである。
○南幌町は、５年後には夕張市と同じようになるのか。
○夕張太は、南幌町の中で見捨てられている地域である。
○稲穂団地の境界排水がどぶ川となっている。５年も前に町に処理要望を出している。
　検討するのに時間がかかるのはわかるが、この間に何も役場から経過報告が無いのは如何なものか。
○夕張太ふれあい農園は、町内会で借りるというのもひとつの手である。
○町のアピールポイント、売りにしているものは何か。
○町民会議は、全部の行政区・町内会から委員が選出されていないのは何故か。
○議会は、町が開催している懇談会のように、中間報告を出した後でも議会による懇談会を開催するつもりがあるのか。
○地域にある花壇にあまり花が植えられていないところがある。花をつくっている農家に町で支援して、町内会に安く提供してもらうということを検討してほしい。

○例えば、よもぎなどを植えて加工するなど、南幌の特産品を開発していくことも必要ではないか。

○年を取ってくると、公共交通機関や巡回バス、病院があることが大事である。

○町広報は、もっと簡素化するべきである。無駄が多く、詳しく掲載しなくても良い。

○人件費を更に下げるというよりも、職員は少数精鋭であるべきである。そのかわり、給与はカットしないという仕組みを町でつくってもらいたい。


	○町でやっている仕事も無駄なことは省いてほしい。とにかく簡素化に努めてほしい。

○町民会議の委員に要望したい。手数料などの負担を上げたら何に使うのか。学童保育も廃止したら、何をどう変えていくのかを明らかにしてほしい。

○私はインターネットを見て南幌町に住むことを決めた。住んでから他の町のホームページなどを見るとすばらしいものがある。近隣の町には、郊外においしく楽しめるレストランなどが多いが、南幌町にはあまり無い。住宅地を売りたいなら、南幌町は、ここがすばらしいということをアピールしたホームページをつくってもらいたい。今のホームページは、おもしろくない。



	行政区
	１　１　区
	開催日時
	９月６日（日）　１９時００分

	
	
	場　　　所
	夕張太ふれあい館

	〔行財政改革に関わる意見等〕

　

○自立という方向性が出ているので、町民はそういう認識をしている。
　　夕張太地域は、これまで３つの行事をやってきたが、１つカットすることにした。まちづくり地域活動補助もできるだけ欲しいが、自立であれば廃止だと思っていた。いろんな意味で、町は大なたを振るってほしい。

○地域から意見を求めるより、町は毅然とした態度で検討を進めてもらいたい。
　負担金のアップも仕方がないと思っている。

○２０号排水などの処理を町にお願いしているが、こういう安全・安心な部分に係ることは遅滞無く進めてほしい。但し、自立であれば、町民の負担はこうするということをはっきり決めてほしい。
○夕張太地域は、懇話会の中で毎年町に要望書を出している。
○夕張太小学校は来年複式になると聞いているが、今年の入学児童は７人しかいなかった。この地域には、夕張太小学校がなくなったら寂れるので残してほしいが、そのことが果たして子どもたちのためになるのかということも考えなければならない。

また、夕小を無くしたら、学校跡地をどういう形で使うのかという検討も同時に必要である。
○一般的な意味では、学校を中心に地域はつくられると思う。もし、夕小が無くなるとすれば、稲穂団地をつくったことに意味があったのか。小学校の統廃合ありきではなくて、存続することも考えられないのか。
○いずれにしても、夕小の問題については、早めに町の方針を出してもらいたい。
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